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(1) 地政学的観点から、日本海沿岸へ
　　( 海流にのりさまよう放射能、山脈がへだてる文化 )

　2015 年 1月 13日、私はフクシマの現在を確かめるため、現地へ赴いた。

居住制限区域、4年前から時間が止まったかのように、無人の家々や風景は放

置されている。

　ゲートとスクリーニング場、放射能の閾値によって暴力的に定められた境界。

安全神話という、科学技術への過度な信頼によって生まれた領域はある意味で

聖域のようであり、そこで行われている除染作業は科学的な根拠の無い儀式的

なものと化している。

　帰宅困難区域、盗難防止用の柵が張り巡らされ、イエは生気を失っている。

住み手がいなくなった空間は、4年の時間を生きられずにいる。一方で、住み

手も避難を余儀なくされ、空間に生きることができていない。ここにおいて時

間と空間の間にズレが生じているのである。

　中上健次は『千年の愉楽』の中で、その問題を愉楽として、良いものとして昇華し

ている。千年を繰り返し生きる魂と今現在ある身体の間に生じるずれを、千年の空間

と時間を往還する中で豊かなものとして捉えている。そしてその豊かさを保証するオ

リュウノオバという存在は、時間を超越してその輪廻を見つめ続けている存在である。

　この意味で、福島第一原子力発電所は、ネガティブなオリュウノオバと捉えられる。

終わりの見えない時間を超越して決定的に大熊町民の人生をかえている。

　本計画は、大熊町のためのもうひとつのポジティブなオリュウノオバを提案するも

のである。それはつまり、ズレを生じてしまった空間と時間を積極的なものとしてと

らえ直すための計画であり、分断された空間と時間を往還するための関係性のデザイ

ンである。

　3名の方へのインタビューを通して、空間と時間の間に生じた亀裂に起因している

問題が赤裸々となった。現実として、彼らの抱えている問題は以下にあげられる。

・ 家族が散り散りになって住まなければならないこと

・ 「イエ」に帰れない避難生活、地球や社会から浮遊してしまっている感覚におわ

りが見えないこと

・ 震災後に亡くなった方のお骨を代々受け継がれてきたお墓に納骨できないこと

・ 町として占める空間を失い、町民から固定資産税をとれないため、町役場として

の継続が難しい状況であること

・ 「土地を失ったふるさと」としての大熊は次第に風化してしまっていること

ことばと事実とは、もとその実体が不離のものであ
る。その外にあらわれるものを区別して、「ことば」
という。「もの」が抽象であるのに対して、「こと」
は具体的なものである。

オリュウノオバとしての「イエ」－自らの身に即して－ 名前の地図　－マスタープランの下敷きとして－

こと

言

事

殊

　私自身にとってのオリュウノオバとして、「イエ」についての考察を行う。この考察

を通して、分断された時間と空間を往還する術を模索する。

　深刻さの度合いは比較におよばないが、私自身も時間と空間にずれをもって生まれ

てきた。私の両親は共に養子として、菱屋大崎家に迎えられた。菱屋は前田家直属の

酒屋であり、参勤交代に伴って金沢から本郷へ 400 年前に移転してきた。しかし、

100 年間男児に恵まれず、養子をとり続ける中で、今の私が生まれたのである。

　そこで私は、失われつつある「イエ」の再構築を図るため、400 年の血脈を遡行す

る旅をした。現在に残る資料、口伝、慣習などを手掛かりに 400 年前の金沢を探訪する。

　それらの断片的な諸要素から、「イエ」を再構築するにあたって、「ことば」と「こと」

の分類を行った。白川静の『字訓』によれば、ことばと事物とは、実体が不離のもの

である。その外にあらわれるものを区別して、「ことば」という。

　この前提にたって、引き裂かれた空間と時間を往還するためのモデルを構築した。

同一のものであった「こと」と「ことば」とをオリュウノオバとしての「イエ」がと

りむすぶことによって、関係性が構築されていく。

事故から 4年後の現実として

記憶の森

フクシマの現在を身体化する

「オリュウノオバ」－時間を超越して見つめ続けるもの－
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バーチャルとしての大熊

村上

名前

土地

宿る

マスタープランの下敷きとして、名前の地図を作成した。
村上の土地に、大熊の名前を与えることで、空間と時間を往還することを考えた。大
熊に伝わる苦麻川の民話からよみとった名前の構造にもとづき、命名をした。

苦麻川の民話からよみとる名前の構造
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熊野から遍く世界へ
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フクシマから日本全国へ
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－時間を超越して見つめ続けるもの－
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時間が停止した無人の家々

閾値で決められたゲート
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2015/01/15 午後

□行政によらない墓地を
―大熊町、遍照寺住職・半谷隆信さん 

　半谷隆信さん（63）は東京電力福島第一原発に近い、大熊町
唯一の寺院「遍照寺」の住職である。遍照寺は線量が高く、中間
貯蔵施設の候補地の中にあり、半谷さんは檀家へのアンケートを
基に遍照寺の移転を計画している。
　以下は電話にてインタビューを行ったものを抜粋したものであ
る。 

・広野町への移転
半谷（以下半）：遍照寺は 3年前に大熊町の近くにある広野町へ
移転した。土地を探すことから始めて、山を買った。山にしたの
は雨による放射能の蓄積の影響を少しでも減らすため。
大崎（以下大）：広野町に移転する遍照寺はどのようになるのか。
半：昨年（2014 年）3月あたりから工事を始めた。本堂と祭壇、
また会所を計画しており、お墓は 50～80基用意する予定である。

・これからの大熊町の墓地のあり方
大：運営はどうなるのか。
半：行政の公益でつくると、その行政に属した人（大熊町ならば
大熊町民）しか使用できなくなってしまう。そのため行政には頼
らずに移転することを計画している。

・かつての大熊町の墓地
大： 中間貯蔵地域内の墓地はどうなっているのか。
半： 墓地は中間貯蔵地域に 13ヶ所の墓地、約 400 基（400 世帯）
の墓がある。現状のお参りは一時立入りという形で申請を出すと、
約 1ヶ月に 1回、5時間のお参りができる。また 15才以下は（放
射線量のために）立入りができない。
大：大熊町にあるかつての遍照寺はどうするのか。
中間貯蔵地に大熊町の寺の本堂は、原発被害のままの状態で保存
したいと考えている。

※（）内は筆者補足説明。
※上記 3者のインタビューの内容は、音源 /メモを用いて、で
きる限り原型に近い状態で編集・再構成した。

2015/01/13 午後

□大熊町の子供たちと将来のビジョン
―大熊町役場、鈴木茂副町長

　大熊町役場のいわき出張所にて、大熊町副町長である鈴木茂さんに大熊町のおかれた状況について伺った。鈴木副町長は会津
若松の大熊町役場から 2013 年にいわき出張所移ってきた。最も多くの大熊町民、約 4千人が住む、いわき市を中心に活動する。
3.11 以後の大熊町の動勢と今後の問題について、3時間近くのインタビューの中で丁寧に説明してくださった。

・大熊町での復興のビジョン
大崎（以下大）：東日本大震災以後の大熊町の復興はどのように進められているか。
鈴木副町長（以下鈴）：（大熊町）は東日本大震災直後、まず田村市へ避難し、それから会津地方に 2次避難を始めた。その後、
大熊町の人が多くいるという理由からここいわき市にも連絡事務室ができた（震災から約半年後）。翌年（2012 年）に第一次大
熊町復興計画を策定し、その後の調査から、昨年（2013 年 4月）からより本格的な第二次大熊町復興計画をつくっている段階。
　大熊町の復興の拠点を線量が低く、除染が完了している大川原として、平成 30年頃から大川原などで居住ができる環境を目指
している。それから 2033 年・平成 45年までには町全域のインフラ整備を完了させる。（大熊町『大熊町復興まちづくりビジョン』
参照）

・大熊町の子供たちと将来の大熊町
鈴：小学校（大熊町立小学校）は 4月から廃校となっていた小学校（旧河東第三小学校）に移転した。中学校は会津若松の大熊
町役場出張所の 2階に開設した。中学生はまだ小学生のときを大熊で過ごしたが、小学生たちは大熊での思い出はあまりないと
も言える。
　大熊町でおこなった意向調査（2014 年 9～10月実施）では町へ戻りたいという人は 13.3％であり、前回行ったもの（2013
年 10月実施・8.6％）よりも多くなっている。
　これはまだ計画であるが、大川原に拠点を移したとき、このような住民や除染作業員が暮らす町を梨畑やソーラーパネルを併
せたものを提案しようとしている。

 ・中間貯蔵施設
鈴：大熊町の中間貯蔵施設候補地（国道 6号線以東）は双葉町と大熊町が持っている（環境省『除染土壌などの中間貯蔵施設に
ついて』参照）。汚染された土壌をここに集めた処理施設ができる。
　このような情報はタブレットが支給されて、随時確認できるが、使い方がわからない人も多い。

・いわき市と大熊町
大：いわき市に住まう大熊町民はどのような現状におかれているか。
鈴：いわき市と大熊町との間にも確執はある。いわき市は東日本大震災に対する補助金のみが支給され、一方大熊町はそれに加
えて原発に対する補助金も支給されているからだ。いわき市の人にとっては面白くないだろう。また国から大熊町民に対して出
されている病院施設の補助金は大熊町民でないと受けられないため、一部の人は残らざるを得ない。

・大熊町の墓地
大：帰宅困難区域にあるお墓のお参りはできるのか。
鈴：大熊町民であれば月に 1度申請を出すことができ、自宅に戻ることができる。水道、ガスは止まっているが、電気は通って
おり掃除することができる。またそのときにお参りをすることも可能。
大：東日本大震災以後に亡くなった方はどうなるのか。
鈴：別の寺でお骨を一旦受けとっている。お骨は放射線を含みやすいと聞いている。そのためお墓を移動させることは困難であ
ろう。

2015/01/13 午後

□家族ひとりひとりの願い
―大熊町、Sさん（仮名）

　いわき市にある大熊町の仮設住居群の集会所あたりで、か

つての大熊町民であった女性 Sさん（仮名）
から話を伺った。仮設住居での生活は 3年あ
まりであり、現在の住居を含めて 2つの住居
に彼女の父親と 2人で住んでいる。復興住居
での暮らしや家族、大熊町についての話であっ
た。

 ・仮設住居で暮らす家族
Sさん（以下 S）：わたしの息子は別の町に引っ
越した。ここにいるのは病気の父とわたしだ
けだ。大熊町民でないと父の病院の助成が受
けられないから、ここを離れることができな
いし、父を一人で置くわけにもいかない。父
はもう余命が短いと医者が言っていた。私も
ここまで生きたのだからもういいかなとも
思っている。
ただ、家族がバラバラになってしまったこと
が悲しい。
大崎（以下大）：ここでの暮らしはどのような
ものか。
S： 前のところ（震災直後にできた仮設住居）
は狭いしとても住めるようなものではなかっ
たけれど、ここ（現在のいわき市好間工業団
地の住居）に当たって（抽選による）からは、
大きくなって過ごしやすい。

・大熊町の思い出
S：けれども、買い物は車がないといけないと
いうのはやはり不便だ。大熊町では、歩いて
すぐのところにスーパーが、その隣にはスナッ
ク、ボーリング場があった。今思うとあんな
町はないと思う。
大：今も大熊町に戻りたいと思うか。
S：私は戻りたいと思う。しかし、息子を含め
（大熊）町の人の大半は、他の町へ引っ越して、
今の仮設住居には高齢者ばかりだ。

大熊町鈴木茂副町長 いわき市仮設住民 遍照寺・半谷隆信住職

計画 A’「こと」の倉庫

計画 A「ことば」の倉庫
計画 B　3.11 お旅神事の計画

・オフィス ( 旧町役場および研究所として )
・大熊資料展示室

・旧大熊町民の戸籍情報の保管
・観光コンサルティング会社の顧客情報の保管
・大熊口伝伝承館

「こと」と「ことば」をつなぎあわせる儀式

©福島日報

早稲田大学　大﨑 駿一

・慣習　　
―　本家は旧字体の「﨑」、分家は新字体の「崎」とする
―　本家の長男は「又三郎」であること
―　女性の名前には「美」をつけること　　

―　長唄、茶道の稽古を代々つづけている
̶　白山神社へのお参り ( 加賀一宮白山神社を現在の本郷一丁目の地に勧請した
もの )
̶　3つの墓参り
　　お盆になると文京区小日向にある寺と、文京区小石川にある寺の二カ所に墓
参りに行く
　　小日向にある墓は大﨑家の墓、小石川は中村家 ( 母方 ) の墓である
　　そして数年に一度、博多にある黒川家 ( 父方 ) の墓にも墓参に行く

・口伝
―　家紋について、「菱に花菱」は前田家の裃の地紋であると伝えられている
―　玄関には大きな金屏風がおいてあり、その後ろからお客さんを出迎えた

̶　地下通路について、元前田藩大名屋敷と菱屋をつなぐ地下通路は
　　緊急時に物資を送るため、避難するための通路だと言われている

「こと」と「ことば」の倉庫をかこむ森には、いくつかの個性をもった樹が植樹される。
それらはこの森で、長い年月をかけて育ち、口伝とともに大熊のひとたちを見守りつづける。



山脈と海流がむすびへだてる日本列島周辺の様相

フクシマ
会津

東京

金沢

村上

　原発避難者は、自らの「イエ」の根拠地であった土地を失ってしまっ

た人たちである。それは、同時に国土を失ってしまったことを意味する。

本計画は彼らにとっての正のオリュウノオバを提案するものであり、分

節された空間と時間を往還するためのものである。

大熊町の依り代としての敷地を選定する上で、以上 3つの観点からその

類似性を検討した結果、新潟県村上市を対象敷地に選定した。

敷地の選定について

(2) 景観的観点から、蔵風得水型へ
　(樋口 忠彦『日本の景観―ふるさとの原型』に基づく )

　新たなふるさととなるべき土地を選定する上で、大熊町の

もっていた景観の構造と類似した土地を検討するべきであると

考えた。樋口忠彦によって体系化された日本の典型的な景観の

構造を参考とした。

　大熊町は背後に山を負い、左右は丘陵に限られ、前方に平地・

流水をのぞむ母親の懐のような場所であることから、蔵風得水

型の構造をもつと言える。

(1) 地政学的観点から、日本海沿岸へ
　　( 海流にのりさまよう放射能、山脈がへだてる文化 )

　福島第一原子力発電所からは汚染水が今も流れ続けている。汚染水にのって流

れでた放射能は、そのまま海流に南へ、西へと広がり、さまよい続けている。

　東西にのびる山脈と、南北にのびる山脈では、へだてる文化に与える影響が大

きく異なる。北朝鮮と韓国の関係や、中国のインド関係に視ることが出来るように、

東西にのびる山脈がへだてる文化は性質が大きく異なり、その関係は対立的な様

相を生み出す。一方で、南北にのびる山脈はへだてる文化の交流を促し、親和性

の高い関係を構築する。以上の観点から、本計画ではフクシマから南北に走る 2

つの山脈をへだてた日本海側へ、その敷地を求める。また、2つの山脈の間には

会津が位置し、そこには多くの大熊町民が移住している。

(3) 植物社会学的観点から、ブナクラス自然植生域へ
　(自然環境保全基礎調査 植生調査結果を着色したもの *「エコリス地図タイル」  )

　日本の植生は、自然植生の構成種の名をとって、高山帯域（高山草原とハイマツ帯）、コケモモ

－トウヒクラス域（亜高山針葉樹林域）、ブナクラス域（落葉広葉樹林域）、ヤブツバキクラス域（常

緑広葉樹林域）の各クラス域に大別されている。この「クラス域」とは、広域に分布し景観を特

徴づけている自然植生によって植物社会学的に定義されたもので、主要なクラスの生育域のこと

を指している。

　大熊町はブナクラス域の自然植生に類する地域である。平地は耕作地、市街地、植林地が入り

乱れながら海岸線まで広がる。植林地は主にアカマツやコナラの群落で構成される。また、海岸

には福島第一電子力発電所をはじめとした、大規模な工場地帯も点在している。

福島県大熊町周辺の植生図新潟県村上市周辺の植生図

本計画に想定する運営主体 熊川稚児鹿舞

　本計画の主体として観光コンサルティング会社としての

旅の文化研究所とする。本企業は、将来的に民営化される

であろう大熊町役場、および株式会社 JTB の共同出資に

よって成立する。旅の文化研究所とは、宮本常一と近畿日

本ツーリストによる日本観光文化研究所の後身であり、そ

のもとで大熊の空間と時間を往還するための活動を行う。

( 株式会社 JTB は、1963 年に財団法人日本交通公社の営

利部門を分割・民営化し、株式会社日本交通公社として創

業。)

空間と時間を往還するための儀式
大熊町が村上へ旅することを儀式化した、町の旅神事である。

大熊町役場

宮本常一 近畿日本ツーリスト

株式会社 JTB

日本観光文化研究所

観光コンサルティング会社

旅の文化研究所

大熊町役場のあらたな母体

財団法人 日本交通公社

営利部門の民営化
共同出資

共同出資

一部民営化

後身

福島県大熊町周辺の風景の構造新潟県村上市周辺の風景の構造

3.11 お旅神事　巡行ルート図

２、記憶の森を通り抜けて

「こと」と「ことば」の倉庫をかこむ森には、いくつ

かの個性をもった樹が植樹される。

満開坊の桑の木、観音欅、垂れ栗の池、天狗杉、ペリー

の椿並木。大熊のひとたちが何年かに一本、少しず

つ植えていく。それらはこの森で、長い年月をかけ

て育ち、口伝とともに大熊のひとたちを見守りつづ

ける。

３、 熊川稚児鹿舞の引き継ぎ式　「こと」の倉庫にて

追悼式を終えた参列者は、木々の間を縫い歩きながら、

「こと」の倉庫にいたる。

熊川稚児鹿舞は10~14歳の長男4名が鹿役をつとめる。

収蔵品である熊川稚児鹿舞の衣装とかぶりものが、こ

の式を通して次の世代の舞方に引き継がれる。

１、 東日本大震災追悼式

参列者それぞれの遺族が納骨堂を参礼する。螺旋状

に布置された時間を遡行した後、その中心におかれ

た堂内へはいってゆく。黙祷、式辞、遺族代表のお

ことばが述べられ、参列者の身体は現在にいながら

にして、堂内でつぶやかれたコトバは 2011 年へと

遡る。

計画 A：「ことば」の倉庫

計画 A：「ことば」の倉庫

計画 A’：「こと」の倉庫

　8月 26日の熊川諏訪神社祭礼の宵祭りの時に、神社に奉納される。
　かつて、熊川の地区が凶作と流行病におそわれ、これに苦しんだ人々が、氏神の諏訪神社に鹿舞を奉納し、村をたて
直そうとしたのが始まりとされる。鹿舞は原則として、諏訪神社氏子の 8才～ 14才くらいまでの長男 4名で鹿役を行
う。他に、猿の顔の面を付けた野猿役 1名で構成され、笛、太鼓、唄に合わせ舞われる。
舞方は「回し車」や「黄金の舞」など１２節の歌に合わせて舞う。

　獅子は獅子頭に日天をつけた法がん、月天をつけた雌獅子、橘をつけた中獅子、枡形をつけた後獅子で、飾り物と山
鳥の羽、それに長い前垂れをつけ、背には五色の短冊状の布をさげた「尾」を２本交差してつけ、前に太鼓をつけてば
ちを持つ。野猿は猿の面をつけ、上下とも赤い衣装で、大きな祝い棒を下げる。

2000 600m

s/1:10000お旅神事　巡航ルート図

４、熊川稚児鹿舞の奉納

　山腹の舞台にて、熊川稚児鹿舞の奉納。彼らがこの

舞台から稚児獅子舞を奉納するその一瞬、時間と空間

を越境した風景がここに現れる。

それは悠久の時間を考えざるを得ない大熊の人たちだ

けが捉えられる風景であり、空間と時間を往還するこ

とによって得られる愉楽であるのではないだろうか。

計画 A’：「こと」の倉庫



　1階部分には、観光コンサルティング会

社の顧客情報や業務内容の保管倉庫、旧

大熊町の戸籍情報の保管倉庫があります。

2階は、大熊に関する口伝の伝承館として、

そしてそれらを螺旋状に取り囲む垣根は、

納骨堂の機能を併せ持つ。原発避難者の

第一世代、第二世代、第三世代と、次第

に垣根はのびていきながら、森との風景

を形づくっていく。

　また垣根の内には、悠久の時間を共に

すごす森のための、枯れ木の墓を設計し

た。
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計画 A：「ことば」の倉庫

１、 東日本大震災追悼式
参列者それぞれの遺族が納骨堂を参礼する。螺旋状に布置された時間を遡行した後、その中心におかれた堂内へは
いってゆく。黙祷、式辞、遺族代表のおことばが述べられ、参列者の身体は現在にいながらにして、堂内でつぶや
かれたコトバは 2011 年へと遡る。

旧大熊町戸籍情報、管理倉庫

原発避難民・第一世代の墓

原発避難民・第二世代の墓 原発避難民・第三世代の墓

手水舎

枯れ木の墓

原発避難民・第四世代の墓

満開坊の桑の木

原発避難民・第五世代の墓

原発避難民・第六世代の墓 原発避難民・第七世代の墓

観光コンサルティング会社顧客情報、管理倉庫

観音けやき

垂れ栗

万蔵ヶ池

計画概要

太陽の運行と時間の流れ

　あまりにも辛辣な現実と、

私的ではあるが身に即した検

証に基づいて、大熊町のポジ

ティブなオリュウノオバの提

案をする。失われた土地と時

間との間を往還するための関

係性の計画である。

　100 年、200 年と時間がす

ぎるに従って、大熊の風景が

風化していく一方で、行為が

積み重ねられ、次第に風景と

して立ち上がってくる。

40 12m

s/1:200「ことば」の倉庫　1階平面図

40 12m

s/1:200「ことば」の倉庫　断面図

40 12m

s/1:200「ことば」の倉庫　西側立面図

３、 熊川稚児鹿舞の引き継ぎ式　「こと」の倉庫にて
追悼式を終えた参列者は、木々の間を縫い歩きながら、「こと」の倉庫にいたる。
熊川稚児鹿舞は 10~14 歳の長男 4名が鹿役をつとめる。収蔵品である熊川稚児鹿舞の衣装とかぶりものが、こ
の式を通して次の世代の舞方に引き継がれる。



40 12m

s/1:200「こと」の倉庫　2階平面図

1 階部分には、観光コンサルティング会社のオフィスおよび

研究所。

2階部分には、大熊に関する資料の倉庫と展示室があります。

所蔵品は、旧大熊町民が自分の家から持ち出した数少ない貴

重なものです。長い時間の中で、継承することが難しくなっ

たそれらの品々を寄贈していただくことで、展示品とする。
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計画 A’：「こと」の倉庫

２、記憶の森を通り抜けて
「こと」と「ことば」の倉庫をかこむ森には、いくつかの個性
をもった樹が植樹される。
満開坊の桑の木、観音欅、垂れ栗の池、天狗杉、ペリーの椿並木。
大熊のひとたちが何年かに一本、少しずつ植えていく。それ
らはこの森で、長い年月をかけて育ち、口伝とともに大熊の
ひとたちを見守りつづける。

　山腹の舞台にて、熊川稚児鹿舞の奉納。彼らが、この舞台から稚児獅子舞を奉納するその一瞬、時間と空間を越境した風景がここに現れる。
それは悠久の時間を考えざるを得ない大熊の人たちだけが捉えられる風景であり、空間と時間を往還することによって得られる愉楽であるのではないだろうか。

天狗杉

温泉櫓


